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・ 昭 和11 年｢7 月16 日

電 話 交 換 取 扱 開 始

村 役 場 の み( １ 番)

●昭 和30 年 末

電 話 加 入 数　24 台

●昭 和42 年 ３ 月10 日

第 一 次 地 域 集 団 電 話 開 通

179 台 加 入

| 一 般 電 話　　　94 台　 Ｉ

地 集 電 話　　179 台

総　 十　　273 台

普 及 率　　　28 ％

・ 昭 和43 年11 月30 日

第 二 次 地 域 集 団 電 話 開 通

243 台 加 入

一 般 電 話　　102 台

地 集 電 話 合 計422 台

Ｄ　　

十　　　524 台

普 及 率　　　53 ％　 ，

・ 昭 和46 年 ６月20 日

第 三 次 地 域 集 団 電 話 開 通

389 台 加 入

| 一 般 電 話　　1 〔〕5台

地 集 電 話 合 計811 台

§　　 十　　916 台

普 及 率　　　92 ％　 ，

・ 昭 和53 年11 月14 日

| 一 般 電 話　　143 台　 ｀

地 集 電 話　　811 台

糸　　 十　　954 台

普 及 率　　　95 ％　 ，

・ 昭 和53 年11 月15 日

じ一 般 電 話　1, 〔〕〔〕1台　 Ｉ

地 集 電 話　　 〔〕

公 衆 電 舌　　　27 台

普 及 率　　1DO ％　 ，

11月15日：午後２時

電話ダイヤル化へ

GOサイン
蓬田村地域集団電話一般化･自動化切替え完了

４

滋
賀
県
で
働
く
娘
さ
ん
へ

記
念
通

話

発行・青森県蓬田村／編集・広報よもぎた編集委員会



モデル事業
２

No4

す
す
む
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業

快
適
な

環
境
を
め
ざ
し
て

住
民
総
参
加
で

す
す
め
よ
う

今
回
の
広
瀬
、
高
根
地
区
を
最

後
に
、
全
地
区
の
事
業
概
要
紹
介

が
終
り
ま
す
。

モ

デ
ル
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
よ
く
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
村
全
体
と
し
て

み
て
も
便
利
に
な
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
た
、
大
規
模
な
事
業
を
行
え

る
点
に
あ
り
ま
す
。

環
境
は
自
分
一
人
で
改
善
で
き

る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
快

適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

地
域
住
民
み
ん
な
が
結
集
し
、
将

来
に
も
十
分
対
応
で
き
る
計
画
的

改
善
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
村
民
参
加

に
よ
る
、
住
み
よ

い
村
づ
く
り
に

結
び
つ
け
た
い
も
の
だ
と
思

い
ま

す
。

広
瀬
地
区

旧
森
林
軌
道
は
モ
デ

ル
事

業
か

ら
除
外

こ
の
地
区
は
山
が
近

い
の
で
、

現
況
の
道
路
数
が
少
な
く
、
排
水

系
統
は
ほ
と
ん
ど
広
瀬
川
に
流
入

す
る
と
い
う
状
態
で
す
。
ま
た
、

水
田
の
は
場
整
備
は
完
了
し
、
当

地
区

と
高
根
地
区
を
結
ぶ
基
幹
道

路
も
舗
装
済
み
な
の
で
、
事
業
量

は
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
集
落
内
道
路
が
四

路
線
、
家
庭
排
水
施
設
が
二

路
線

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
森
林
軌
道
を
利
用
し
て
、
営

農
、
通
学
道
路
の
計
画
を
す
ぺ
き

で
す
が
、
一
級
村
道
に
指
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
の
計

画
か
ら
は
ず
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
建
設
省
所
管
の
道
路
で
あ
り
、

本
事
業
は
そ
れ
と
異
な
る
農
林
省

所
管
の
事
業
の
た
め
、
事
業
の
目

的
と
し
て
用
途
が
ち

が
う
わ
け
で

す
。昭

和
五
十
三
年
度
に
お
い
て
②

の
道
路
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
の
場
合
、
こ
れ
が
一
番

目
の
工

事
で
す
。
五

十
四

年
度
は
、

用
地
買
収
を
一
路
線
行

い
、
ス
ム

ー
ズ
に
運
べ
ば
工

事
に
入

る
予
定

で
す
。

排
水
路
は
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
研
究

に
よ
り
実
施
す
る
方
向
で
す
。

みんな で考 え よう むら づく リ

広瀬地区略図

凡　　　　例

○　　　○ 計画道 路

○　　　○ 計画排水路



､了 モデル事業

高
根
地
区

排
水
路
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
計
画
中

こ
の
地
区

の
基

幹
道

路
で

あ
る

「
広
瀬

・
高

根
線
」

は

、
農
道

と

し

て
、
生

活

道
路

と
し

て
大
切

な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
道
路
に
結
び
つ
く
集
落
内
道

路
整
備
が
主
眼
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
規
定
で
し
め
さ
れ
た
四

メ
ー
ト
ル
の
幅
員
拡
幅
が
困
難
な

路
線
が
多
く
、
結
局
二
本
の
道
路

に
隕
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
五

十
二
年
度
に
路
盤
工

事
を
行

い
、

五
十
三
年
度
で
舗
装
が
完
了
し
て

い
ま
す
。
②
の
道
路
は
、
用
地
問

題
が
か
な
り
複
雑
で
難
行
状
態
で

す
。
そ
れ
で
も
、
昨
年
国
土
調
査

が
入
っ
た
の
で
、
今
後
再
調
査
を

行

い
、
早
期
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
る

計
画
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
関

係
住
民
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
五
十
五
年
度
に
実

施
し
た
い
計
画
を
も
っ
て

い
ま
す
。

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

旧
高
根
小
学
校
の
校
庭
に
、
農
村

公
園
を
設
け
ま
し
た
。
将
来
は
、

こ
こ
ま
で
の
道
路
も
舗
装
し
、
自

転
車
な
ど
で
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

場
所
と
な
り
ま
す
。

高根地区略図

凡　　　 例

○- ○ 計 画 道 路

C.- 一一一一一つ 計画排水路

⑩ 農 村 公 園

▼旧高根小学校ウラにある農村公園

｢広域市町村圏｣

車

や

テ
レ

ビ

、

電

話

な

ど

の
普

及

に

支

え
ら

れ
て

、

私

た

ち

の
日

常

生

活

の

行

動

範
囲

は

グ

ン

と

広

が
り

ま

し

た

。

通

勤
、

通

学

を

は

じ

め
、

買

い
物

や

レ

ク

リ

エ

ー
シ

ョ
ン

な

ど

の

生

活

圏

は

、
市

町

村

の

区

域

を

越

え

て

広

域

化

し

つ

つ

あ
り

ま

す

。

「
広

域

市
町

村

圏
」

は

、

こ

の
よ

う

な

地

域

社
会

の

変
化

に
対

応

し

て

近
隣
市
町
村
が
共
同
で
交
通
通
信
、

防
火
、
清
掃
、
社
会
福
祉
な
ど
の
事

業
を
行
う
も
の
で

す
。

こ
の
計
画

は
、
昭
和
四
十
四

年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
、
全
国
で

三
百
二
十
九
圏
域
設

け
ら
れ
、
全
市

町
村
の
約
九
割
が
「
広
域
市
町
村
圏
」

を
構
成
し
て

い
ま
す
。

こ
の
「
広
域
市
町
村
圏
」
の
事
業

に
は
、
地
方
交
付
税
の
優
遇
措
置

や

地
方
債
の
優
先
配
分
な
ど
、
国
の
助

成
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
の
例
が
、
当
村
と
蟹

田
町
、
平
舘
村
の
三
町
村
で
構
成
し

て
い
る
「
蟹
田
地
区

環
境
整
備
事
務

組
合
」
で
す
。
週
三

回
ゴ
ミ
収
集
車

が
全
地
区
を
く
ま
な
く
回

り
、
各
家

庭
か
ら
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
処
理
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
し
尿
処
理
場
や
斉
場

（
火
葬
場
）
も
完
備
し
、
三
町
村
で

利
用

し
あ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

蟹
田
町
に
設
置

さ
れ
た
常
備
消
防
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
に
、
日
夜
防
火
対
策
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
な
病
人
や
け

が
人
が
出
た
と
き
頼
り
に
な
る
救
急

車
の
活
動
も
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。



さんぎょう ダ

放牧場完成はいつ
つ

鵆

：

こ

の

事

業

の

名

称

を

「

津

軽

北

部

地

区

県

営

草

地

開

発

事

業

」

と

い

い

ま

す

。

地

元

蓬

田

村

で

は

別

名

「

ペ

コ

団

地

」

と

呼

ん

で

い

ま

す

。

こ

の

事

業

は

、

蓬

田

村

、

蟹

田

町

、

今

別

町

の

三

力

町

村

に

わ

た

っ

て

広

が

る

国

有

林

野

を

開

発

し

、

肉

用

牛

の

繁

殖

、

育

成

を

主

体

と

し

た

大

規

模

畜

産

団

地

を

形

成

し

よ

う

と

い

う

も

の

で

す

。

昭

和

五

十

一

年

に

草

地

造

成

工

事

が

ス

タ

ー

ト

し

て

三

年

目

に

な

り

ま

し

た

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暈一
一一
・
い
麕一
一
崋
Φ一
一
一
一
一
・・
ｌｅ
一
一
Φ一

水
稲
と
肉
用
牛
の
複
合
経
営
を
め
ざ
す

わ
が
村
の
農
業
は
、
水
稲
単
作
経
営

が
中
心
で
す
。
こ
れ
と
い
っ
た
地
場
産

業
も
な
い
の
で
、
農
閑
期
に
な
れ
ば
、

農
家
の
人

々
が
出
稼
ぎ
や
旦
雇
仕
事
に

出
る
と
い
う
傾
向
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、
水
稲

プ
ラ
ス
肉
用
牛
の
複
合
経
営
で
農
家
経

済
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
、
畜
産
団
地

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

蓬
田
団
地
は
、
瀬
辺
地
山
国
有
林
地

内
に
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
地

区

は
古
く
か
ら
、
薪
炭
共
用
林
野
と
し

て
活
用
さ
れ
、
長
い
間
地
元
住
民
に
薪

炭
材
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

燃
料
の
改
善
に
よ
り
炭
や
マ
キ
の
需
要

が
減
っ
て
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
利
用
率

が
低

か
っ
た
り
、
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い

な

い
国
有
林
野
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
も
、
こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
わ

け
で
す
。

県
営
事
業
と
し
て
〈
草
地
造
成
・
道

路
・
雑
用
水
等
〉
の
工

事
を
し
ま
す
。

（
工

事
費
・
約
一
億
七
千
万
円
）

こ

れ
に
附

帯

す
る

〈
隔

障
物

（
牧

衙
）
　・
電

気

導
入

・
家

畜

保
護

施

設

・
飼
料

貯

蔵
施

設
等

〉

の
工

事

は
国

営
事

業

と
し

て
行

い
ま

す

。

呈

事

費
・

約
一

億
五
千

五

百
万

円

）

蓬 田 団 地 概 要 図

▼管　視　舎
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牧
場
の
規
模
は

ど
の
く
ら
い

で
す
か

牧

場
の

総
面
積

は

Ｉ
〇
三

・
七

五

ヘ

ク
タ

ー
ル
。
こ

の
内

、
採
草

放

牧
地

と
し

て
草

地
造

成

さ
れ
る

の

が
七

五

・
〇

ヘ

ク
タ
ー
ル

。
牛

が

日

陰
と
し

て
利

用
す

る
牧

野
樹

林

が

一
九

・
三

五

ヘ

ク

タ
ー
ル

。
そ

の

他
九

・
四

〇

ヘ

ク

タ
ー
ル
と

な

つ
て
い
ま
す
。
全
工

事
完
了
は
昭

和
五
十
五
年
の
予
定
で
す
。
完
成

後
は
、
成
牛
、
子
牛
あ
わ
せ
て
三

百
頭
放
牧
可
能
に
な
り
ま
す
。

牧
場
の
管
理
と

経
営
は

ど
ん
な
ふ
う
に

蓬
田
村
営
牧
野
と
し
て
、
村
が

主
体
に
な
り
管
理
経
営
し
ま
す
が
、

一
部
蓬
田
村
農
業
協
同
組
合
へ
管

理
委
託
し
ま
す
。
農
場
経
営
の
た

め
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

剛
一
般
農
家
の
牛
を
預
託
放
牧
す

る
。
（
放
牧
期
間
五
月
十
日
～

十
月
二
十
五
日
ま
で
）

②
村
が
県
か
ら
貸
入
れ
た
牛
を
農

家
へ
貸
付
し
、
雌
牛
が
生
ま
れ

た
場
合
そ
の
子
牛
を
県
へ
返
す

と
い
う
、
良
質
繁
殖
雌
牛
の
生

産
育
成
を
す
る
。

③
乾
牧
草
の
生
産
を
行
う
。

（
年
間
十
五
ト
ン
）

そ
の
ほ
か
、
家
畜
飼
育
技
術
や
粗

飼
料
生
産
技
術
の
指
導
と
い
う
役

割
も
合
わ
せ
も
っ
て
い
ま
す
。

Ａ 工事の進みぐあいを視察する議員たち(10月17日)

牧場の管理機構

蓬田村 場　 長

飼 料担 当

家畜 担 当

オペ レー ター

臨時雇用

夏期　 ・　 冬期

１ 人

１人　 ・　　１人

飼料 担 当

兼務

156 人 ・　32 人

稲作史上最高記録
10アール当り814キ囗

作 況指数「Ⅲ」，10アール当り614 キロ。これは統

計事務所が発表した，青森県の水稲作柄です。この反

収は，本県の稲作史上最高ばかりでなく，全国的にも

史上空前の収量となりました。

当村では，生育中高温に恵まれ，刈り取り時期も早

かったので，約10％の増収です。

品 質については，当初一等米70％を期待しましたが，

入庫が進むにつれ下位等級米が目だち，11月14日現在

で，一等米は8.3% です。

こ の下位等級の原因は，７月中旬から８月中匐にか

け，連日30度を超す真夏日が続いたための高温障害で

す。高温により根の老化が早まったため，籾の太りが

なく，光沢もないという現象が起きました。

ま た，品種間にも差があり，特に青系67号，レイメ

イの等級が悪かったようです。今後はフ系111 号やア

キビカリに切り替えることをすすめます。

昭和53年産米入庫状況

地 区 名
限 度数 量 等 級 別 数 量

計 進歩率
うる ち もち １ ２ ３

中　　 沢 俵
11, 993

濱 俵
736

俵
10,410

俵
843

俵
11,  989 99.9%

長　　 科 12, 856 65 747 10,479 1,624 12, 850 99.9%

阿弥陀川 10, 798 36 2,191 8,038 553 10, 782 99.9%

蓬　　 田 13,100 783 11, 275 1,038 13, 096 99.9%

郷　　 沢 6,117 215 4,247 1,168 5,630 92. 0%

瀬 辺 地 6, 851 914 5,703 234 6,851 100％

広　　 瀬 5, 333 203 4,454 536 5,193 97.4%

高　　 根 4,735 123 4,071 517 4, 711 99. 5%

計 71, 783 101 5, 912 58, 677 6, 513 71,102 99.1%

等級比率 8. 3% 82､5 ％ 9. 2%
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伸
ば
そ
う
ゼ
ロ
の
記
録

死
亡
事
故

二
千
日
達
成

二

世

帯
に

一
台

の
割
合

で
乗

用

車

を
持

ち
、
二

・
二

人

に
一
人

が

ク
ル

マ
を

運

転
す

る
と

い
う

「
国

民

皆
免
許

時

代
」
を

迎
え

た
中

で
、

ク
ル

マ
に
よ

る
事

故
は

あ
と
を

た

ち

ま
せ
ん

。

青
森
県

で

は

”非

常

事

態
宣
言

”
を
出

し
、

事
故
防

止

呼

び

か
け
に

必
死
で

す

。

当
村
で

は

今
年

の
十
月

十
日

で

”死

亡
事

故

ゼ

ロ
二

千
日

達

成
”

を

記

録
し

ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
は

年

末
を

ひ

か

え
て
気

分

的
に
何

か

と
あ

わ
た

だ
し

く

な
り
ま

す

。
ド

ラ
イ

バ

ー
も
歩

行
者

も
互

い
に
交

通

ル

ー
ル

を
守

っ
て
、

〃
死

亡

事

故

ゼ

ロ

”
の
記

録
を

伸

ば
し
ま

し

一

ち

ょ

っ
と

一
杯

が

事

故

の

も

と

●・
●・
●
●

年
末
年
始
は
、
特
に
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
「
こ
の
程

度
な
ら
大
丈
夫
」
－

と
ば
か
り

ち
ょ
っ
と
一
杯
。
こ
れ
が
一
番
危

な
い
の
で
す
。

「
酒
一
合
－

ぽ
ろ
酔
い
時
の

運
転
実
験
」
に
よ
り
ま
す
と
、
飲

酒
後
三
十
分
が
最
悪

。
二
時
間
た

っ
て
も
ま
だ
正
常
な
状
態
に
戻
ら

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
ど
の
よ
う
に
運
転
技
能

が
低
下
し
た
か
と

い
う
と
、

第
一
に
、
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
方
が

お
く
れ
る
。

第
二
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ

が
目
立
つ
。

第
三
に
、
ア
ク
セ
ル
、
ク
ラ

。
チ

の
踏
み
方
が
粗
暴
に
な
る
。

こ
の
他
、
（

ン
ド
ル
の
ふ
ら
つ
き
、

信
号
の
見
忘
れ
、
方
向
シ
グ
ナ
ル

の
出
し
忘
れ
な
ど
安
全
運
転
不
可

能
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

酒
酔
い
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故

は
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
わ
き
見
運

転
に
次
い
で
多
く
、
そ
の
死
亡
率

た
る
や
、
平
均
の
三

・
二
倍
と
い

う
高
率
で
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
や
め
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る

い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ゆずりあう 心で走ろう蓬田の道

十
二
月
一
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
か
わ
り
ま
す

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た

自
動
二
輪
車

、
原
動
機
付

き
自
転

車
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
、

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

自
動
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は

、
運

転
す
る
者
も
、
荷
台
に
同
乗

す
る
者

も
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
は
、

最
高
速
度
四
〇
牛
口
未
満
の
道
路
な

ら
ヘ
ル

メ
ッ
ト
は
不
用
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で
は

自
動
二
輪
車
に
は
乗
れ
ま
せ
ん
。
四

〇
キ
ロ
以
上

で
走
れ
る
道
路
を
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
し
で
運
転
す
る
と
違
反

点

一
点
で
す
。

原
動
機
付

き
自
転
車
に
乗
る
と
き

も
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん

。
原
動

機
付
き
自
転

車
に
乗
っ
て
買
い
物
に
出
か
け
る
お

母
さ
ん
た
ち

も
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
っ
て
運
転
し

ま
し

よ
う
。

”
酒

酔

い

”
は

免
許

取

り

消
し

麻
薬

や
覚
せ
い
剤
を
飲
ん
で
の
運

転
と
、
酒
酔

い
運
転
は
厳
罰
で
、

一

度
の
違
反
で
免
許
取
り
消
し
で
す
。

”麻
薬

・
覚
せ
い
剤
運
転
”
は
、
こ

れ
ま
で
過
労
運
転
並
み

の
比
較
的
軽

い
処
分
（
違
反
点
六
点
）
で
し
た
。

し
か
し

、
大
事
故
に
つ
な
が

る
危
険

性
が
強
い
う
え
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤

の
常
用
に
よ

る
中
毒
症
を
防
ぐ
意
味

も
含
め
て
の
厳
罰
（
十
五
点
）
で
す
。

酒
酔
い
運
転
は
従
来
、
十
二
点
て

し
た
が
、
こ

の
改
正
で
十
五
点
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
麻
薬
、
覚
せ

い
剤
運
転
と
並
ん
で
の

論
罌

罟
冖

で
す
。
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自
転
車
ブ
レ
ー
キ

の

整

備
不

良

は

処

罰

さ
れ

ま

す

自
転
車
の
安
全
基
準
が
決

め
ら
れ

ま
し
た

。
こ
れ
ま
で
自
転
車
に
は
、

車
の
車
検
の
よ

う
な
も
の
は
な
く
、

安
全
基
準
は
野
ば
な
し
で
し
た
。
そ

こ

で
今
回
「
こ

れ
だ
け
は
、
安
全
運

転
に

必
要
」
と
い
う

”安
全

の
た
め

の
最
低
線
”
が
し
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず

、
ブ
レ
ー
キ
で
す
。
ブ
レ
ー

キ
が
不
良
で
、
思
う
よ
う
に
止
ま
れ

な
い
自
転
車
ほ
ど
、
危
険
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
時
速

一
〇
牛
口
の
速

度
で
、
三
メ
ー
ト
ル
以
内

で
停
止
で

き
る
ブ
レ
ー
キ
が
基
準
と
さ
れ
、
ブ

レ
ー
キ
不
良

の
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
と
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。

ま
た
、
夜

間
は
尾
燈
か
反
射
器
材

を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

し
か
も
百
メ

ー
ト
ル

後
方
か
ら
確
認

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
失
格
で
す
。

色
は
赤

色
、
ま
た
は
ダ
イ

ダ
イ
色
で

後
ろ
か
ら
見
え
る
場
所
で
あ
れ
ば
、

大
き
さ

や
そ
れ
を
つ
け
る
所
は
、
ど

こ
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

無
車
検
無
保
険

も
違
反
点

い
ま
ま
で
は
道
路
交
通
法
違
反
に

問
わ
れ
る
の
み
で
、
行
政
処

分
を
受

け
な
か
っ
た
次
の
よ
う
な
違
反
も

、

今
後
は
処
分
の
対
象
に
な
り

ま
す

。

無
車
検
、
無
保
険

（
強
制
保
険
）

は
い
ず
れ
も
違
反
点
六
点
。
車
庫
代

わ
り
に
道
路
を
使
用
し
た

ぶ
昌
Ｉ
駐

車
”
は
二
点
。
夜
間
の
八
時
間
以
上

の
路
上
駐
車
が
一
点
。

こ
の
四
つ
は
車
を
持
つ
者
の
最
低

の
責
任
で

、
守
れ
な
い
人
は
車
を
持

つ
資
格
が
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

免
許
証
の
切
り
替
え
を
、
つ
い
う

っ
か
り
忘

れ
た
Ｉ

の

ご
つ
っ
か
リ

サ
ン
”
へ

の
朗
報
で
す
。

三
年
目
ご
と

の
誕
生
日
前
一
か
月

間
が
、
運
転
免
許
証
の
切
り
替
え
日

で
す
が
、
う
っ
か
り
す
る
と
忘

れ
て

し
ま
い
ま
す
。

昨
年
一
年

間
で
、
運
転
免
許
証
の

切
り
替
え
を
忘
れ
た
人
は
、
全
国
で

三
十
四
万
人

も
い
る
の
で
す
。
た
だ

ご
つ
っ
か
リ
免
許

失
効
”は
六
か
月

ま
で
救
済

誕
生
日
後
三
か
月
間
は
、
適
正
検
査

を
受
け
て
合
格
す
れ
ば
免
許
証
は
交

付
さ
れ
ま
す
。
三
か
月
を
一
日
で
も

過
ぎ
る
と
、
学
科
試
験
、
技
能
検
査

を
受
け
て
初
め
か
ら
や
り
直
し
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な

ご
つ
っ
か
リ
サ
ン

”

を
救
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
三
か
月
た

っ
た

”救
済
期
間
”
が
六
か
月
に
延

長
さ
れ
ま
し
た

。

ぼくたちはすすんで

交通ルールを守ります

蓬
田
村
交
通
少
年
団
を
結
成

がむらで は，こ れから死 亡事 故ゼロの記録5,000 日
わ

達成を目標に， 交通安全運 動をすすめます。

むらには， 交通指導隊・交通安全協会・交通安全母の会

など大人の組 織があり“交通事故防止”を呼びかけてい

ます。しかし，もっとも交通禍の弱者となりがちな子ど

もたちの交通安全組織づくりが立 ちおく れている現状で

す。 そこで，子どもたちが自ら交通安全活動に参加し，

積極的に交通ルールを守る呼びかけをしようと，ｎ 月19

日交通少年団が結成されました。

織は，村内８地区の５年・６年生の子ども会員 （各
組

地区から男３人，女３人）48人で発足し， この活動

のリ ーダー的役割をつ とめます。将来 は，村内の子ども

全員 が交通少年団員として謗りをもって活動をすすめる

よう，除々に組織を拡 大する予定です。

，　動の範囲は，子どもたちが日常生活をとおしてでき
活

るものとします。 たとえば， 子どもが道路で遊 んで

いたり，自転 車の ジグザ グ運転をする光景はよく目にし

ます。そんな時 “あぶないよ ／”とひ と声 かけ，安全な

地点 に誘導するなど互い に注意しあって，正しい交通ル

ールを身につ けようとい うものです。

蓬田村交通少年団 のきまり

わたしたちは，交通少年団員として

1.からだをきたえ，心をみがきます。

1.みずからすすんで， 交通の きまりを守り ます。

1.みんなに交通のきまりを守 るよう呼びかけます。

1.道路で あぶない遊びをしないよう呼び かけます。

1.交通安全の輪をひろげてい きます。
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日々．丹精を

こめて

“秘蔵っ子”持ちより盆栽展示会

盆栽クラブ「松樞会」が10月21日～22日の２日間にわたり，

盆栽展示会を開きました。このクラブ誕生は,社会教育事業の

ひとつである高齢者教室に，盆栽をとりいれたのがきっかけで

す。やがて村内の愛好者たちも加わり，自主的な活動をする

クラブに発展しました。この日は，会員たちが丹精こめて仕

立て上げだ 秘蔵っ子”を持ちより，互いの技術や情報を交

換しあいました。

刀
上
ニ
唐
久
氏
に
晴
れ
の
褒
賞

秋
晴
れ
の
十
一
月
十
四
日
。

”村
表
彰
授
与
式
”
が
午
後
一
時

か
ら
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
約

六
〇
名
の
関
係
者
が
列
席
し
ま
し

た
。今

年
の
功
労
表
彰
受
賞
者
は
、

村
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
て
八
年

在
職
の
田
中
寛
氏
、
八
戸
光
義

氏
、

村
職
員
と
し
て
十
五
年
在
職
の
吉

崎
良

丁

倉
谷
春
二

・
山
舘
建
の

五
氏
で
す
。

善
行
表
彰
で
は
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
の
両
面

に
多
数
の
受
賞
者
が
出

ま
し
た
。
県
中
体
連
で
活
躍
し
た

蓬
中
健
児
た
ち
（
柿
崎
春
人
・
高

田
祐
二
・
坂
本
浩
人
）
、
県
民
体

育
大
会
で
二
年
連
続
優
勝
を
は
た

し
た
柔
道
や
卓
球
・
陸
上
で
力
を

発
揮
し
た
選
手
た
ち
に
表
彰
状
を

贈
り
、
そ
の
健
闘
を
た
た
え
ま
し

た
。

刀
工

と
し
て

知

ら
れ

る
二

唐

久

氏

に

は
、
晴

れ

の
褒

彰
が
授

与

さ
れ

ま
し

た
。

二

唐

さ
ん

は
先

ご
ろ

、
刀
剣

技

術

の
工

法

研
究

と

改
善

に
よ

り
、

青
森

県

の

「
卓

越

技
能

者
」

と

し
て
県

表
彰

を

受
け

て

い
ま

す
。

当

村

に
お

い
て

も
、
文

化
財

審

議
委

員
と
し

て

、

む
ら

の
文
化

面

に
尽
力

さ
れ
て

い
ま

す
。
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暮らしの中に

うるおいを

ただいま「いけ花」に挑戦中!蓬田村連合婦人会のおかあさんたちが『いけ花』に挑戦中です。昔できなか

った習いごとが実現してうれしいとい う声もあり， 月に一度の講習会では熱 心

に先生の指導を受けています。“季節の到来を告げる花”そして何よりも“お

かあさんがいけた花”は家族の目を楽し ませ，心をなごませてくれることでし

去
る
十
一
月
五
日

ぶ
九
遂
そ
し

て
躍
進
”
を
テ

ー
マ
に
、
蓬
中
祭

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

先
生
と
生
徒
が
コ

ッ
ク
と
ウ
ェ

イ
ト
レ
ス
を
つ
と
め
る
食
堂
は
大

繁
盛
。
体
育
館
で
は
発
表
会
と
映

画
会
が
開
か
れ
、
生
徒
た
ち
の
演

ず
る
劇
に
大
笑
い
。
教
室
の
方
で

は
、
書
道
、
美
術
な
ど
の
展
示
会

や
、
囲
碁
、
将
棋
の
コ

ー
ナ

ー
、

お
化
け
屋
敷
も
登
場
し

”
生
徒
み

ん
な
が
主
役

”
と
い
う
雰
囲
気
で

楽
し

い
一
日
が
過

ぎ
ま
し
た
。

▲お化け屋敷の人気物



じんけん /ク

人
権
擁
護
委
員
制
度
三
十
周
年

人
権
週
間

十
二
月
四
～
十
日
は
、
人
権
週
間
で
す
。

私
た
ち
一
人

一
人
の
「
基
本
的
人
権
」
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
的
人
権
を
守
る
た
め
に
、
国
の
機
関
と
し
て
法

務
省
に
人
権
擁
護
局
が
あ
り
、
そ
の
下
部
機
関
と
し
て
法
務
局
・
地
方

法
務
局
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
日
常
生
活
の
場
で
起
き

る
こ
と
が
多
い
だ
け
に
、
そ
の
防
止
と
救
済
を
は
か
る
た
め
に
は
国
の

機
関
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
方
の
協
力
も
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
で
す
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
が
生
ま
れ
て
、
今
年
で
創
設
三
十
周
年
を
む

か
え
ま
し
た
。

自
分
の
田
に
群
が
っ
て
稲
穂
を

食
い
荒
ら
す
む
ら

雀
を
追

い
払
う

と
と
も
に
、
他
人
の
田
の
む
ら
雀

も
追

い
払
っ
て
や
り
た
い
と
い
う
、

う
る
わ
し
い
心
を
表
し
た
句
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ご
ろ
は
。

「
人
の
田
へ
追
っ
て
や
り
た
や

む
ら
雀
」

と
い
う
風
潮
が
目
立
っ
て
き
ま
し

た
。
自
分
の
利
益
や
権
利
は
主
張

す
る
が
、
他
人
の
権
利
は
一
向
に

顧
み
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
た
め
、
人
権
問
題
が
ひ
ん
ぱ
ん

に
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
正

し
い
人
権
思
想
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
明
る
い
、
住
み

よ
い
社
会
に
し
よ
う
と
、
全
国
に

人
権
尊
重
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、

重
点
的
に
人
権
思
想
の
普
及
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

青
森
県
で
は
本
年
度
、
三
戸
郡

名
川
町
と
蓬
田
村
が
「
人
権
モ

デ

ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

当
村
で
は
、
各
家
庭
に
「
人
権

モ
デ
ル
地
区
蓬
田
村
」
と
い
う
ス

テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
、
人
権
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
毎
月
無
料

人
権
法
律
相
談
所
を
開
い
た
り
、

中
学
生
に
対
す
る
講
演
会
や
作
文

募
集
、
住
民
に
対
す
る
講
演
会
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

人
権
モ

デ
ル
地
区
の
指
定
を
機

会
に
、
み
ん
な
で
「
思
い
や
り
」

の
こ
こ
ろ
を
育
て
、
明
る
く
住
み

よ
い
村
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ

さ
て
「
人
権
」
と
は
何
か
と
い

う
と
、
昭
和
二
十
二
年
に
施
行
さ

れ
た
憲
法
に
よ
り
、
国
民
す
べ
て

に
保
障
さ
れ
た
「
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
権
利
」
で
す
。

こ
れ
は
す
べ
て
の
人
間
が
幸
せ

な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
権
利
で
、
み
だ
り
に

個
人
の
人
格
や
幸
福
を
無
視
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
の
田
も

追
っ
て

や
り
た
や

む
ら
雀

”
人
権
”

と

は
？

思いやりの心
を育てよう

▲ いつもえがおで，朝のあいさつ

■

十

一

月

六

日

の

献

血

者

▼
中

沢
　

木

村
清

吉
・
坂

本
重
雄

・
坂
本
　

大

三

上
明
子

・
坂

本
信
義

・
工
藤
　

崇

▼
長

科
　

広
田
輝

明
・
工

藤
正

人

・
小
鹿

秀
敏

下

山
嘉

幸
・
坂

本
　

勲

▼
阿

弥
陀
川
　

森
　

春
男

・
森

淳

∵

青

木
実

八
戸

智
賀

雄
・

稲
葉
孝

太
郎

・
森
　

喜

寿
郎

八
戸

ゆ

き
子
・

長
利

あ
ぐ
り

・
川

内
義

光

八
戸

良
幸

・
青
木

隆
成

・
八
戸

純
一

▼
蓬
田
　

武

井
誠

純
・
乳
井

智

丁

工
藤

初
江

村

上
利

男
・
武
井

元
一

・
武
井

次
子

吉

崎
忠

治
・
工

藤
三
男

・
吉
崎

良
一

浜
田
　

亮
・
中

村
　

聰
・
青
木

昭
信

村
上

多
美

枝
・

青
木
百
合

子

・
室

谷
和

企
子

津

島
永

孚

▼
郷

沢
　

福

士
と

み
ゑ
・

高
田
ひ

ろ
子

小

松
公

紀

▼
瀬

辺
地
越
田
　

久
・
木

村
昇

次
・
越
田

清
治

田
中
　

武
・
山

舘
　

建

・
山
舘

輝
久

▼
広

瀬
　

柿
崎
　

誠
・
田
中

舘
広

・
川
崎

和
幸

柿
崎
勝

博
・
越
田

栄
治

・
佐
井

勝
治

川

崎
清
春

・
佐
井

修

次
・
柿
崎

真
人

▼
高
根
　

稲

葉
弘

美
・
八

幡
敏
春

・
稲
葉

博
文

八

幡
久

雄
・
八

幡
一
郎

・
久
慈

義
明

▼
村
外

の
方
　

工

藤
道
子

（
青
森
）

猪

股
　

実

（
青
森

）
　・

穐
元
英

夫

（
青

森
）

千
田

秋
夫

（
蟹
田

）
　・
永

田
逸
子

（
青

森
）

■

次

の

献

血

は

来

年

の

三

月

十

二

日

で

す

。

み

な

さ

ん

の

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。



// じんけん

人権作文

蓬中三年
坂本 人子

自分は自分

他人は他人

自
分
の
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
る
と
、
人
権
侵
害
の
問
題
が
意

外
と
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
深

夜
暴
走
族
の
騒
音
で
眠
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
し
、
身
に
覚
え
の
な
い

よ
う
な
変
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ

て
信
用
を
失
っ
た
な
ど
、
全
部
あ

げ
た
ら
き
り
が
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
や
っ
て
他
人
の

こ
と
ば
か
り
批
判
し
て
も
い
い
の

だ
ろ
う
か
。
他
人
の
言
う
こ
と
は

ち
っ
と
も
聞
こ
う
と
せ
ず
、
自
分

の
考
え
だ
け
を
主
張
し
た
が
る
。

人
権
問
題
の
そ
も
そ
も
の
原
因
は
、

こ
こ
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

権
利
と
は
確
か
に
、
法
律
上
で

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
だ
。

し
か
し
そ
れ
は
、
自
分
の
し
た
い

こ
と
を
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う

に
、
勝
手
に
行
動
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
最
近
、
こ
の
よ
う
な
ま
ち

が
っ
た
考
え
方
を
し
て
い
る
人
が

多

い
と
思
う
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
の
こ
と
。

他
人
の
こ
と
は
他
人
の
こ
と
。
日

本
人
は
、
こ
ん
な
に
冷
た
い
人
間

な
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
決
し
て

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。
人

権
に
関
す
る
知
識
の
な
さ
が
、
冷

酷
な
人
間
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
一
人
が
人

権
の
正

し
い
意
味
を
知
り
、
同
じ

社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
る
の
は

自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
多
く
の
人

と

Ｉ
緒
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
社
会

に
す
る
こ
と

は
、
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

一
人
一
人
が
注
意
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
今
の
社
会
で
最
も
必
要
な

’」
と
だ
と
巴
う
。

青森県人権モデル地区
小学生書道展

(三点とも最優秀賞)

私たち人権擁護委員に

気 軽 に|芒相 談回《競だ さひ

清水信造委員
蓬田 ／ 製材業

(電話017427-2013 番)

坂本繁男委員
中沢 ／ 農業

(電話017427-2208 番)

木村金助委員
瀬辺地 ／ 林業

(電話017427-2312 番)

困

っ
た
と

き
は
・：

日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権

問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た

り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

わ
か
ら
な
く
て
困
っ
た
１

こ
う

い

う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
と
え
ば
、

●
結
婚
や
離
婚
を
は
じ
め
、
年
老

い

た
親
が
息
子

に
冷
遇
さ
れ
た
り
、

相
続
を
め
ぐ

っ
て
の
い
ざ
こ

ざ
。

●
借
地
借
家
・
土
地
・
金
銭
貸
借
に

つ
い
て
の
も
め
ご
と
。
そ
の
ぼ
か

交
通
事
故
、
騒
音
や
振
動
、
悪
臭

な
ど
の
公

害
あ
れ
こ
れ
。

●
隣
り
近
所
の
も
め
ご
と

●
そ
の
他
、
法
律
問
題

こ
の
よ

う
な
問
題
で
お
悩
み
の
方

は
、
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

に
つ

い
て
は
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
。

無
料
人
権
法
律

相

談

所

開

設

●
相
談
日
　

十
二
月
七
日
（
木
）

午
前
十
時

～

午
後
三
時

●
堝
　

所
　
蓬
田
村
中
央
公

民
館

●
相
談
員

人

権
擁
護
委
員

法
務
局
職
員

国/民/健/康/保/険

一問一答

:一一一一-:職 場 の 健 康 保 険 か ら 国 保

il!j に 移 っ た も の で す が ， 国

保 で は ど ん な 面 倒 を み て も

ら え ま す か。

‐‐・
１‐
１一
国

保

に

加

入

す

る

と

、

世

帯

主

‐‐‐’ 塔

’‐‐‐
も

家

族

も

次

の

よ

う

に

給

付

が

’つ

け

ら

れ

ま

す

。

一

、

医

療

費

病

気

や

け

が

で

お

医

者

さ

ん

に

か

か

っ

た

と

き

、

保

険

証

を

持

参

す

れ

ば

医

療

費

の

七

割

は

国

保

で

負

担

し

て

支

払

っ

て

く

れ

ま

す

。

（
三

割

は

自

己

負

担

）

二

、

高

額

療

養

費

医

療

費

の

う

ち

自

己

負

担

し

て

支

払

う

額

が

、

一

人

一

か

月

、

一

つ

の

病

院

、

診

療

所

に

つ

い

て

三

万

九

千

円

を

こ

え

た

場

合

は

、

そ

の

こ

え

た

分

は

全

額

、

高

額

療

養

費

と

し

て

国

保

で

負

担

し

て

く

れ

ま

す

。

手

続

き

は

、

役

場

国

保

係

に

印

か

ん

、

領

収

書

を

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

支

給

ま

で

は

日

数

が

か

か

り

ま

す

。

三

、

子

供

が

生

ま

れ

た

と

き

助

産

費

と

し

て

六

万

円

支

給

さ

れ

ま

す

。

四

、

被

保

険

者

が

死

ん

だ

と

き

葬

祭

費

と

し

て

一
万

円

支

給

さ

れ

ま

す

。
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No.  6

佐 藤 絹 子（中沢）

失
敗
恐
れ
ず
挑
戦
し
よ
う

あ

る
本

に

、
こ

ん

な
こ

と
が

書

か

れ

て
あ

り
ま
し

た

。

”棒

高
飛

び
の

バ
ー
は

常
に
上

げ

ら
れ

て
い

く

。
こ

れ
を
越

え

な
け

れ
ば

競
争
場

か
ら

去
ら

ね
ば

な
ら

な
い

”
と

。
苦
し

い
練

習
を

通
じ

て
少
し

ず

つ
向
上

し

て
い
く
人

、

あ
る

い
は

失
敗

を
恐
れ

困
難

を
避

け
て

バ

ー
を
低

め
に
お

く
人

。
個

々
別

々
で

す

。
し

か
し

、
向
上

す

る
た

め
に

は
必
ず

困
難

が
伴

う
と

思
う

し

、
そ
れ

に
挑
戦
し

克

服
し

よ

う

と
す

る
前
向

き

の
姿
勢

が
大

切
だ
と
思
う
。
失
敗
し
た
場
合
で

も
原
因
を
探
究
し
、
そ
の
失
敗
を

将
来
へ
の
踏
み
台
に
す
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

先
日
、
全
国
青
年
大
会
の
結
果

を
知
り

、
と
て
も
く
や
し
く
思
っ

た
の
で
す
。
県
青
年
大
会
の
時
、

わ
が
蓬
田
の
柔
道
チ

ー
ム
は
準
決

勝
で
敗
け
た
け
ど
、
そ
の
相
手
チ

ー
ム
が
全
国
大
会
で
も
準
決
勝
ま

で
勝
ち
進
み
、
涙
を
の
ん
だ
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
、
仕
事

に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

い
え
る
と
思
い
ま
す
。
悪
い
所
は

反
省
し
、
来
年
の
青
年
大
会
の
た

め
に
練
習
を
か
さ
ね
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
ら
し
く
精
一
杯
努
力
し
最
後

に
う
れ
し
涙
を
流
せ

る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

青
年
団
に
入
り
三
年
間
、
い
ろ

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
人
を
知
り
、
勉
強
し
た
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
近
感

じ
る
こ
と
は
、
青
年
団
員
と
し
て

の
自
覚
、
団
結
が
以
前
よ
り
薄
れ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
行
事

一
つ
実
行
す
る
に
も
、
前
に
述
べ

た
よ

う
な
努
力
が
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
広
報
が
皆
さ
ま

の
手
に
届
く
頃
は
、
青
年
祭
も
終

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

今
年
は
青
年
祭
だ
っ
た
け
れ
ど
、

来
年
は
蓬
田
村
民
全
員
が
参
加
で

き
る
よ
う
な
村
民
祭
に
も
っ
て
い

さ
か
い
と
い
う
意
見
が
、
青
年
団

員
の
話
し
合
い
の
中
に
あ
り
ま
し

た
。
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、
努

力
す
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

親の立場

子の立場

No. 4

［
哉
一
す

な
お

で

な

い
の
か

親
が

何

［
Ｊ

か

を

い
う

と
ヽ

何
で

も
「

い

や
」

と

か
「

ち

が
う
」

と

か

い
っ

て
反
対

し

ま
す

。
何

か
よ

い
手

だ

て
は

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か

。

［
’：
一
よ

く

あ
る
こ

と

で
す

。
そ
し

Ｘ゙
Ｊ

で
「

何

で

も
：
：

反

対
し

ま

す
」

と

書
か

ざ

る
を

得
な

か

っ
た

両
親

の
気

持
ち

が
よ

く
わ

か
り

ま

す

。
こ

れ

ま
で

、
親

の

い
う
こ

と

を

聞

い
て
す

な

お
に

育

っ
た
と

思

っ
て

い
た
ら

、

あ

る
日
突

然

い
う

こ

と

を
聞
か

な

く
な

っ
た

。
そ

れ

か

ら

は
何

を
い

っ

で
も
反

ぱ

つ
さ

れ

る

。
「

ど
う

し

て
、
こ

う

な
っ

た

の
か

」

親
と

し

て
は
考

え
ざ

る

を

得

な
い
こ

と

で
す

。

こ
ん

な
場

合

、
親

は
短

気
を

お

こ
し

て
は

な
り

ま
せ

ん

。
親
に
反

ぱ

つ
し

て
く

る
時
期

は

、
多
く

は

＝
〒

四
歳

の
頃

で
す

。
こ

の
頃

の

子

ど
も
は

、
何

で
も

自
分

で
や

っ

て
み

な
け

れ

ば
気
が

す
ま

な
い

の

で

す

。
ま
た

、
こ
れ

ま

で
覚
え

た

こ

と
ば
を

使

っ
て

、
反
は

っ
し

な

け

れ
ば
気

が
す

ま
な

い

の
で
す

。

小

鳥

の
雛
に

た
と

え

て
み

ま
し

ょ

う

。
自

分

で
飛

べ
も
し

な
い

く

せ

に
小
さ

な

冀
を
ハ

タ
ハ

タ
さ
せ

て

巣
の
中

を

暴
れ
回

り

ま
す

。
と

こ

ろ
が

、
こ

の
小
さ

な

翼
を
ハ

タ

ハ

タ
さ
せ

る

の
は

、
大

き
く
な

っ

た

時
の
羽

は

た
き

の
練

習
な
の

で

す

。
こ

れ
を

や
ら
な

い
と

翼
も

成

長

し

な
い
し

、

飛
ぶ
こ

と

も
で
き

な
く

な

っ
て
し

ま
う

の

で
す

。

「
何

で
も
：
：

親

に
反

対
す

る
」

と

い
う
お

子

さ
ん
は

、
こ

の
雛

鳥

に
似

て

い
る
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す

。

自

分
で
や

れ

も
し

な
い
く
せ

に

何

で

も
や

っ
て
み

る

。
親
が

「
か

わ

い

い
子
だ

か
ら
」

と

い
え

ば
「

か

わ

い
く

な
い

も
の
」

と
反

ぱ
つ
し

て

く
る

。
そ
ん

な
こ

と
を

何
回

も

い

わ
れ
た

り
す

る
と

、

い
く
ら

わ

が

子
で

も
可
愛

さ
あ

よ

っ
て
憎

ら

し

く
も

な
る
と

い
う

こ
と

が
お
こ

っ

て
き

ま
す

。

考
え

て
み

ま
す
と

、
子

ど
も

は

雛
鳥

の
よ

う
に

巣
立

つ
日

の
練

習

を
し

て
い

る

の
で
は

な
い

で
し

ょ

う
か

。
こ

う

い
う
時

期
は

そ
う

長

く

続
く

も
の

で
は
あ

り

ま
せ

ん

か

ら

ご

安
心
く

だ

さ
い

。



/j ） だんわしつ

続
・
べ
口
談
議
－

べ
口
と
愛
嬌

舌
の
長
短
、
先
が
丸
い
、
尖

っ

て
い
る
、
な
に
か
う
ん
ぬ
ん
す
る

骨
相
学
者
ら
し
い
占
師
が
辻
々
で
、

人
生
を
占
っ
て
い
た
記
憶
か
お
る
。

医
者
は
診
察
に
あ
た
り
舌
を
出
さ

せ
る
が
、
占
師
が
ベ
ロ
を
出
さ
世

う
ん
ぬ
ん
す
る
こ
と
は
、
は
た
し

て
ま
と
を
え
て
い
る
の
か
疑
し
い
。

た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
年
頃

の

娘
を
持
つ
母
親
は
、
人
様
の
前
で

舌
（
べ
口
）
を
出
す
も
ん
で
な
い
、

は
し
た
な
い
と
い
っ
て
、
さ
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

▲
と
き
に
よ
っ
て
、
ベ
ロ
く
ら
い

愛
嬌
の
あ
る
も
の
は
な
い
。
や
っ

と
笑
え
る
よ
う
に
な
っ
た
幼
児
を

あ
や
す
母
親
が
、
よ
く
べ
ロ
ベ
ロ

ブ
ー
と
顔
に
風
を
入
れ
、
変
テ
コ

な
顔
を
し
て
子
供
を
あ
や
す
、
あ

の
ア
ッ
パ
と
言
わ
れ
た
母
親
族
の

表
現
は

実
に
お
も
し
ろ
い
。
マ
マ

と
い
わ
れ
る
現
代
の
母
親
は
そ
ん

な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
で
ど
ん
な
あ
や
し
方
を

す
る
の
か

。
マ
マ
と
呼
ば
れ
、
呼

ば
し
て
い
る
な
ら
覚
え
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
提

言
す
る
。

▲
昔
の
ア
ッ
パ
族
は
、
自
分
の
ベ

ロ
で
子
供
の
鼻
を
か
ん
で
や
っ
た

場
面
を
時
々
み
て
、
子
供
心
に
も

き
た
な
い
と
思
っ
た
記
憶
が
残
っ

て
い
る
。
し
か
し
爺
く
さ
い
年
頃

に
な
る
と

、
当
時
の
き
た
な
い
と

思
っ
た
感
覚
よ
り
別
な
親
の
真
意

を
探
る
こ
と
が
で
き
る
思
い
で
あ

る
。

▲
風
太
郎
く
ノ

ー
忍
法
に
「
敵
に

捕
ら
れ
恥
し
め
を
受
け
る
前
、
舌

を
か
み
切
り
死
を
覚
え
た
り
。
」

な
ん
か
葉
隠
れ
の
一
節
の
よ
う
だ

が
、
私
の
つ
く
っ
た
言
葉
で
は
な

く
、
風
太
郎
忍
法
帳
に
よ
る
も
の

で
…
…
…

。

忍
者
で
な
く
て
も
日
本
女
性
は

恥
し
め
を
受
け
た
と
き
、
舌
を
か

み
切
り
死

の
抗
議
を
し
た
例
は
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。

▲
舌
と
べ
口
で
は
同
じ
も
の
だ
と

し
て
も
言
葉
の
ゴ
ロ
で
感
覚
が
異

る
こ
と
は
ご
承
知
の
筈

。
べ
口
、

愛
嬌
者
に
読
み
替
え
た
い
も
の
だ
。

べ
口
談
義
も
長
く
な
る
と
長
ベ
ロ

と
な
る
。
ベ
ロ
談
義
も
ま
だ
ま
だ

あ
る
が
長
舌
人
が
嫌
う
。
お
ゆ
る

し
を
：

…

豊水放談

實
1
2月
1
0日
　

ノ

ー

ベ
ル

賞

物

語

今
日
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
科
学
者
ノ
ー
ベ
ル
が

な
く
な
っ
た
日
で
す
。
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
発
明
に

よ
っ
て
で
き
た
、
た
く
さ
ん
の
お
金
を
、
世
界
の

平
和
の
た
め
に
つ
く
し
た
人
に
お
く
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
、
ぶ
つ
り
が
く
、

か
が
く
、
せ
い
り
・
い
が
く
、
ぶ
ん
が
く
、
へ

い

わ
、
け
い
ざ
い
が
く
の
六
つ
の
賞
が
あ
り
ま
す
。

★
1
2
月
2
2日
　

冬

至

「
と
う
じ
」
と
い
っ
て
、
一
年
で
昼
が
も
っ
と

も
み
じ
か
く
夜
が
も
っ
と
も
長
い
日

。
「
と
う
じ
」

が
お
わ
る
と
、
お
正
月
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

★
1
2
月
2
5
日
　

ク
リ
ス
マ

ス

キ
リ
ス
ト
が
う
ま
れ
た
こ
と
を
、
お
い
わ
い
す

る
日
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
、
み
な
み
の
あ
つ
い
く

に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
う
ま
れ
ま
し
た
。

★

捏

月
2
8
日
　

駅

弁

の
は

じ

ま

リ

宇
都
宮
駅
で
に
ぎ
り
め
し
と
た
く
あ
ん
を
売
っ

た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

★
1
2
月
3
1
日
　

大

み
そ

か

一
年
の
し
め
く
く
り
の
日
で
す
。
じ
ょ
や
の
か

ね
を

き
い
て
、
よ
い
と
し
を
む
か
え
ま
し
ょ
う
。

むらの文化財

失
わ
れ
ゆ
く
民
具

大

エ
ン
ツ
コ
は
赤
子
を
入
れ
て
お
く
育
児
用
具
で
あ

る
。
農
作
業
で
忙
し
い
農
村
の
主
婦
は
、
子
供
を
こ

れ
に
入
れ
て
田
や
畑
に
出
か
け
る
。
エ
ン
ツ
コ

の
中

に
は
、
ワ
ラ
ク
ズ
や

ボ
ド
を
入
れ
て
お
く
。
ワ
ラ
を

何
本
か
束
ね
た
も
の
を
同
心
円
状
に

グ
ル

グ
ル
積
み

あ
げ
て
固
定
さ
せ
、
大
き
な
椀
状
の
も
の
に
す
る
。

こ
の
と
き
使
う
ワ
ラ
は
、
曲
線
を
つ
け
る
た
め
に
や

わ
ら
か
く
叩
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

エ
ン
ツ
コ
に
は
子
ど
も
を
入
れ
る
も
の
の
外
に

、

オ
ハ
チ
を
入
れ
る
オ
ハ
チ
エ
ン
ツ
コ

も
あ
る
。
オ
ハ

チ
が
す
っ
ぱ
り
入
る
よ
う
に
で
き
て
い
て
、
上
に
は

フ
タ
が
つ
き
、
ワ
ラ
の
保
温
性
を
う
ま
く
利
用
し
た

も
の
で
あ
る
。
　
　
〈
む
ら
の
文
化
財
展
示
室
か
ら
〉

エ ン ツ コ



あしらせ・こせき /ダ

お
し
ら
せ

１２

月
６

日
　

・
消
費

生
活
講

座

会
場

・
中

央
公

民
館

（
午

後

一
時
）

１２

月
1
4
日
　

・
乳
児

検
診
　

（
中

央
公

民

館
）

寸
象
　

昭
5
2
・
1
2
月
1
4
日

か
ら

文
　
　
　

（

昭
5
3
・
1
0
月
1
4
日

生

れ
の

方

１２

月

１８

日
　

・

一
才
半

児

検
診

（
中

央
公

民
館

）

寸
　
　

昭
5
1
・
１２

月
1
8
日

か
ら

文

象
（

昭
5
2
゜
６

月
1
8
日

生

れ
の

方

1
2月
1
9日
　
・
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
第
二
期
接
種

第
一
期
を
二
回
以
上
終
了
し
、

終
了
後
十
二
か
月
を
経
過
し
た
方

会
場
・
中
央
公
民
館

１２
月
2
8日
　
・
役
場
御
用
納
め

（
一
月
三
日
ま
で
休
み
で
す
）

１
月
１０
日
　
・
妊
婦
検
診
　

（
中
央
公
民
館
）

ご
意

見

を

お

寄

歉
ま

だ

き
」い

み
な
さ
ま
の
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
を
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
村
政
に

対
す
る
質
問
や
要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

農
業
ク
イ
ズ
の
答
え
が
わ
か
っ
た
方
は
、
八

ガ
牛
で
解
答
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
「
広
報

よ
も
ぎ
た
」
を
と
じ
て
お
く
、
フ
ァ
イ
ル
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。

（

あ
て
先
　
蓬
田
村
中
に
払
紅
館
内
）

冬じ た＜

農 業 ク イ ズ (第５回)

そう
齠` 青菜をゆでるとき･ 鍋のフタをと) たり･ 重曹を入れたりすると青

…一一lくきれいにゆでることができるのはなぜでしょうか。

１．　重曹を入れなかったり，フタをしめたりすると，湯の温度が高まる

から。

２．　葉緑素は酸性において褐色になり，アルカリ性において青くなるか

ら。

３．　マグネシュームがあると葉が褐色になり，ナトリウムがあると青く

なるから。

匹 　

(2) 材料にまぜるじゃがいもの水切Ｕが悪いから　　この２つが

(3) 玉子水のとかし方や，ぬり方が悪いから　　　| 正解です。

戸籍の
窓 口

r蓬 用 村 の 人口:　4.567  Jl)

10 月受 月分

●お誕生おめでとうございます

乳井　 美雪　 （徳 男 ・長 女）

木戸　 祥 子　 （鉄 雄 ・２ 女）

森　　　 誠　 （倉義 ・長男 ）

久慈　　 孝　 （孝 治 ・長男 ）

武 井　 千 草　 （俊 三 ・長女 ）

鳴海　 香奈　 （博 文 ・２女 ）

稲 葉　 一馬　 （省司 ・長男 ）

林崎　　 健　 （茂　 ・長男 ）

青木　 浩二　 （保　 ・長男 ）

川 内　 茂 行　 （幸 男 ・長男 ）

松 本　 健 太　 （:正博 ・２男 ）

●ご結婚おめでとうございます

川 崎　節 朗　 （広瀬 ）

佐 藤　優 子　 （秋 田県）

木 村　勝 則　 （五 所川 原）

吉 田　 律子　 （阿弥 陀川 ）

野 見山 重春　 （福 岡県）

坂 本　 なお　 冲 沢）

高杉　順 造　 （青森 市）

小 鹿美恵 子　 （長科 ）

秋元　 圭 一　 （東 京都）

八戸 由紀 子　 （阿弥 陀川 ）

柳 谷喜 代美　 （青森 市）

八幡 ツ タヱ　 （高根 ）

八戸　　 昇　 （阿弥陀 川 ）

村川　　 緑　 （青森 市）

●おくやみ申しあげます

三 浦　 民哉　80 歳 （長　 科 ）

川 村喜 一 郎　81 歳 （広　 瀬 ）

あ

と

が

き

ぼ

。
か
１．
少
　
恋
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

庭
先
さ
、
む
し
ろ
広
げ
で
ゑ
ふ
み

ぎ
す
る
や
ら
ヽ

つ
け
も
の
樽
引
っ
張
り
出
す
や
ら
、
む
ら
の
母
っ

ち
や
達
忙
し
い
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　

さ
び

ア
ラ
レ
コ
　

づ
フ
づ
フ
降
り
出
し
て
、
寒
ぐ
な

る
ど
、
寒
ぐ
な
る
ど
と
、
冬
じ
た
く
急
げ
注
意
報
。

「
も
も
ひ
ぎ
、
は
い
で
ら
が
？
」

「
え
ふ
り
こ
げ
ば
、
風
邪
ひ
く
ぞ
／
」

次
の
広
報
は
一
月
一
日
発
行
で
す
。
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